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以下の問に答えよ。
問1. 化学プロセスのマイクロ化がもたらすメリットについて述べよ。
	

	


問2. 光熱変換分光法について説明せよ。
	

	


問3. LC/MSで用いられる大気圧イオン化法を１つ挙げて、その原理および検出される主なイオン種を説明せよ（図を用いてもよい）。
	

	


問4. タンデム四重極型質量分析計（MS/MS）の測定モードのうち、多重反応モニタリング（MRM）モードで高感度分析が可能な理由を説明せよ（図を用いてもよい）。
	

	


問5. クロマトグラフ法における相対保持指標とは何か分配比に基づいて説明せよ。またその利点について説明せよ（図を用いてもよい）。
	

	


	問6. Bligh and Dyer抽出法の「２相分離」段階において溶媒組成をどのようにコントロールすべきか説明せよ（図を用いてもよい）。


	


問7. 脂肪酸をTMS誘導体およびメチルエステル誘導体としてEI法で質量分析を行った時に得られる質量スペクトルの特徴を説明せよ。フラグメンテーション様式に関する説明を含めること（図を用いてもよい）。
	

	


問8. ある化合物をGC-MS（EI）法で測定したところ、M+, M+1, M+2の強度はそれぞれ6751、545、33であった。M+ のAccurate mass = 121.05に基づく、分子式の候補は、C2H7N3O3、C4H9O4、C5H5N4、C7H7NOである。分子式を求めよ。計算過程を示すこと。
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